
（仮称）朝霞市福祉等複合施設基本構想（素案）に関するパブリック・コメントの結果

No ページ 意見等の内容（全文） 市の考え 修正の有無

1 -

〇職員は正規で
〇子供は中高を含むということで、十分な学習スペースと、営業時間。21時や22時まで
空いていると救われる方が多いと思います。

職員の体制や開所時間など具体的な
運営については、ご意見を参考に
し、今後検討してまいります。

無

2 -

　今回の福祉施設建設構想に関しては、地域福祉、防災面からも非常に期待していま
す。
その上で、以下の機能を持たせた施設として検討して頂きたい。
　先ず、規模としては最大床面積が２，３００㎡、階数が３～４階程度と考えると小～
中規模な建物となるのではないでしょうか。そして下階は多くの人が交流でき、防災機
能を重視した間仕切りを少なくした大空間エリアとしたい。可能ならば外壁はガラス面
を増やして吹き抜けを設けた開放的な仕様としたい。また小規模なカフェがあれば集い
の場として活用機会が増えると考えます。　

　上階については子育て支援、福祉相談に特化したレイアウトを期待したい。
また出張所を移転したいという案も見受けられるが、規模的に難しいと思うのでせめて
駐車場は出張所の分を確保できればと考えます。

　最後に、せっかく作るなら従来までの閉鎖的な施設ではなく、また来たいという思う
開放的で斬新なものを計画していてほしいと願っています。
なお私としては、使用用途は異なりますが板橋区中央図書館のような建物建設を期待し
ています。

　本施設のコンセプト（素案P18）に
つきましては、「地域に開かれた、
誰もが気軽に利用できる福祉・交流
拠点」としており、施設内のレイア
ウトについては、機能性のみならず
市民の皆様が気軽に立ち寄れる空間
にしたいと考えています。
　なお、限られた面積での整備とな
りますので、今後の設計において、
いただいたご意見を参考に魅力的な
施設となるよう取り組みます。 無
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　導入機能に関する意向のみに徹すると、観光地や、新たに朝霞に住みたい人たちへの
アピールになりにくく、一部の人たちだけの機能を提供する場所になる可能性がありま
す。観光資源としての必要性、話題性が必要です。
　現在の機能を満たす建物として、そのまま建てると、おそらく、鉄筋コンクリートの
建物になると思います。それより、ある一方向から見たら観光資源や新たな朝霞の魅力
になりそうな建物にするのが良いかと考えます。但し、コストはあまりかけずにの前提
ですが。
　朝霞にない観光資源（また山手線へ20分程度のエリアにもない）は、お城。日本型お
城は、外国観光客にも人気です。
　江戸城天守閣をイメージした建物、実際の大きさを合わせるのではなく、そう見える
程度のコンパクトな建物を考える。錯覚の利用でUSJホグワーツ城の様に、一方方向から
みると、らしく見える程度の建物。他方向見た場合からは、機能的なビルのままでいい
と思う。要は「張りぼて」。
　錯覚を利用したUSJホグワーツ城は、限られた敷地でより立派な建物に見えています。
お城（城壁）に見える側の前には、水面や石垣が欲しくなる。

本施設のコンセプト（素案P18）であ
る「地域に開かれた、誰もが気軽に
利用できる福祉・交流拠点」の実現
に向け、今後の設計段階におきまし
ては、機能面のみならず、いただい
たご意見を参考に魅力的な施設とな
るよう取り組みます。

・角川武蔵野ミュージアム（所沢市）の様に、深くない水面を建物前に設置して、鏡の
様に映り込みながらも水面含めた映り込みを計算された建物にする。
・建物のコストは、例えば、朝霞のどろんこ保育園のようにコストを抑えても雰囲気の
出るような作りにはこだわる。
・お城だと石垣が欲しくなる、費用も高くなるので、コンクリートをベースに、塗装も
しくはパネル・塩ビシートも一部利用してコストを抑える。
・水面前から撮影すれば、ドラマや写真集に利用できるようにし、聖地参りなどを含む
観光資源としても利用する。
・水面は直ぐ水も抜ける非常に浅いプールのイメージだが、最近の様に非常に熱い夏に
は、浅いプールでも周辺への涼しさを提供できる。
・最近のお城の建築は、尼崎城が参考となるが、そこまでコストを掛けるのではなく、
一方方向から見たときだけでいいと思う。尼崎城の1/10の敷地、1/10のコストで、尼崎
城の同等（いや、それ以上）の効果を考える。
・ライトアップ等もLEDライト等を使い、コストを掛けず、効率的に。
・必要な費用はクラウドファンディングの利用も検討で。
　張りぼてのお城を核に、黒目川や朝霞の各設備を魅力的にアップグレードしていきま
しょう。

3 18 無
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〇（１）Ｐ２０　整備方針（４）環境配慮について
【意見】
・脱炭素化社会づくりやSDGsの実現に貢献できる施設とするため、ＺＥＢ化を検討。
【具体的取組】
・太陽光発電システムをはじめとする創エネ・再エネ設備の導入検討。
・高効率空調設備や高効率照明、自然換気、断熱設備などの、省エネ設備の導入検討。
・ＣＯ２削減のためのＣＯ２フリーでんき、カーボンニュートラルガスの導入検討。

本市におきましても、環境配慮や防
災対策につきましては、大変重要な
課題であると認識しています。
　いただいたご意見につきまして
は、今後検討を行う基本計画の策定
段階におきまして参考とします。

〇(２) Ｐ１６　市民ニーズ（４）防災機能、Ｐ２０　整備方針（９）防災機能について
【意見】
・脱炭素化と合わせて、近年の気候変動の影響等による自然災害の頻発・激甚化に備え
るため、また市民ニーズヒアリングにあるように朝霞台駅周辺地域の避難所としての機
能を持たせるため、エネルギーミックスによるレジリエンス強化を検討。
【具体的取組】
・系統電力の供給停止に備え、電気空調だけでなく災害時自立運転型ＧＨＰ又はガスと
電気のハイブリッド空調の採用を検討。
　電気空調とガス空調どちらも採用することにより、あらゆる災害時に対応が可能な空
調方式とする。
　都市ガスの空調であればＺＥＢ化も可能であり、補助金の活用も可能。
　（例　一般社団法人都市ガス振興センター　災害時の強靭性向上に資する天然ガス利
用設備導入支援事業費補助金等）
・災害時に強い中圧ガス導管の導入検討。
・災害時のＥＶ利用のための急速充電器の設置、及びＥＶ内電気を災害時等に自家使用
するためのＶ２Ｈの導入検討。

4
16
20

無
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5 -

　当該施設は朝霞台駅地区の公共機能充実を目的に朝霞駅地区と同等の機能施設を建設
するものと理解しました。
　しかし、限られらスペースや財政等を考えると同等の機能（ハード的）設置は非常に
厳しいかと思います。
　逆にソフト的視点で将来の朝霞を見据え新しい試みをこの施設に取り入れ提供してい
ただきたいと思います。

１　安心して子育てができる（子育て世帯に寄り添う）
２　安心して高齢者が暮らし続けられる（高齢者に寄り添う）
をワンストップで支援（一本支援）する機能・窓口の設置

◆イメージ
〈〇安心して子育てができる支援〉
　妊娠、出産、育児、就学までの悩み、不安、負担や各種手続き等についてワンストッ
プで相談、支援する窓口を設置。

◆イメージ
〈〇高齢者が安心して暮らせる支援〉　　
　高齢者や高齢者家族からの介護、生活支援など様々な相談についてワンストップで支
援する窓口を設置。

　子育て世代に寄り添う支援で朝霞で安心して子育てができ、高齢者になっても朝霞は
寄り添って支援してくれると感じ。
「私が暮らしつづけたいまち朝霞」につながると思います。
(住みつづけてよかったまち朝霞）

　基本構想策定の目的（素案P1）で
は、子育て環境の充実及び福祉政策
の推進のほか、朝霞台駅周辺の地域
住民の利便性向上としていることか
ら、市民ニーズと不足する機能の側
面から導入機能を設定しています。
　また、ワンストップで支援する窓
口の設置につきましては、相談支援
体制を整えるうえで、今後の参考と
します。

無


